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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ）のため
のサービス要求手順を行うステップと、
　前記ＷＴＲＵが、ベアラが確立されていないことを決定し、およびＥＭＭ－ＤＥＲＥＧ
ＩＳＴＥＲＥＤ状態に入るステップであって、前記ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状
態に入るステップはデタッチ手順を行うステップを含む、ステップと、
　前記ＷＴＲＵが、デタッチされた状態または前記ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状
態の少なくとも１つにおいて、前記サービス要求手順に応答して回線交換ドメインを再選
択し、および回線交換サービスを続けるステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記回線交換ドメインを前記再選択するステップは、ＧＥＲＡＮまたはＵＴＲＡＮを再
選択するステップを備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＣＳＦＢがモバイル発信回線交換呼要求を原因とする場合は、回線交換サービス要求を
送信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＣＳＦＢがモバイル着信回線交換呼要求を原因とする場合は、ページング応答を送信す
るステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　前記サービス要求手順を行うステップは、アイドルモードから回線交換フォールバック
（ＣＳＦＢ）のためのサービス要求を送信するステップを備えることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ）のためのサービス要求手順を行い、
　ベアラが確立されていないことを決定し、およびＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状
態に入り、前記ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状態に入ることはデタッチ手順を行う
ことを含み、
　デタッチされた状態または前記ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ状態の少なくとも１
つにおいて、前記サービス要求手順に応答して回線交換ドメインを再選択し、および回線
交換サービスを続ける
ように構成されたプロセッサを備えたことを特徴とする無線送信／受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
【請求項７】
　前記回線交換ドメインを前記再選択することは、ＧＥＲＡＮまたはＵＴＲＡＮを再選択
することを備えることを特徴とする請求項６に記載の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ
）。
【請求項８】
　ＣＳＦＢがモバイル発信回線交換呼要求を原因とする場合は、回線交換サービス要求を
送信することをさらに備えたことを特徴とする請求項６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　ＣＳＦＢがモバイル着信回線交換呼要求を原因とする場合は、ページング応答を送信す
ることをさらに備えたことを特徴とする請求項６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記サービス要求手順を行うことは、アイドルモードから回線交換フォールバック（Ｃ
ＳＦＢ）のためのサービス要求を送信することを備えることを特徴とする請求項６に記載
のＷＴＲＵ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回線交換フォールバック要求間の競合条件の管理に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１０年３月２６日に出願された米国仮特許出願第６１／３１８，０７０
号、および２０１０年１１月１日に出願された米国仮特許出願第６１／４０８，９９６号
の利益を主張する。
【０００３】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）のＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）標準は、セルラー方式の移動通信システム向けの高性能なエアイン
タフェースについての仕様を提供している。ＬＴＥ仕様は、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ
　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ通信（ＧＳＭ（登録商標））仕様に基づいており、３Ｇネットワ
ークが、ＧＳＭに部分的に準拠した４Ｇネットワークに発展するための拡張経路を提供す
る。ＬＴＥ　Ａｄｖａｎｃｅｄは、ＬＴＥネットワークおよび３Ｇネットワークが４Ｇに
完全に準拠するための拡張経路を提供するＬＴＥ標準の強化である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　３ＧＰＰＰおよびＬＴＥの目標の１つは、セルラー移動通信システムのアーキテクチャ
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を簡略化することである。このアーキテクチャを簡略化する１ステップは、既存の３ＧＰ
Ｐのｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｙｓ
ｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の回線交換とパケット交換の複合ネットワークから、純粋なインター
ネットプロトコル（ＩＰ）のパケット交換システムに移行することである。ＬＴＥの採用
は現在進行中のプロセスであり、多くのモバイル装置はまだＬＴＥのパケット交換技術と
互換性がないため、ＬＥＴネットワークの事業者は、典型的には、そのようなネットワー
クを回線交換ネットワークと併せて運用することになる。それにより、ネットワーク事業
者は、回線交換互換装置のユーザとＬＴＥ互換装置のユーザの両方に対応することができ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ）要求を管理する装置、システム、および方法が開
示される。一態様によると、モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）が、１つまたは複数の
未処理のＣＳＦＢ要求を検出することができる。未処理のＣＳＦＢ要求の検出に応答して
、ＭＭＥは、１つまたは複数の未処理のＣＳＦＢ要求を知らせるメッセージを生成し、そ
のメッセージをモバイル交換局（ＭＳＣ）および仮想ロケーションレジスタ（ＶＬＲ）の
１つに通信することができる。
【０００６】
　別の態様によると、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、ＣＳＦＢ要求を管理する
ように指示する命令を受信することができる。命令の受信に応答して、ＷＴＲＵは、その
命令を無線アクセス技術（ＲＡＴ）環境で実施することができる。
【０００７】
　さらに別の態様によると、ＭＭＥがＣＳＦＢ要求のためのページング要求を受信するこ
とができる。ＭＭＥは、ページング要求の受信に応答して、ＣＳＦＢ要求を管理するよう
に指示する命令をＷＴＲＵに通信することもできる。ＷＴＲＵは、受信に応答して命令を
実施することができる。例えば、命令はＲＡＴ環境で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　添付図面と併せて例として与えられる以下の説明からより詳細な理解を得ることができ
る。
【０００９】
【図１】本開示の実施形態による、モバイル発信ＣＳＦＢ（ＭＯ　ＣＳＦＢ）の場合のシ
グナリングの流れを示す例示的なメッセージフロー図である。
【図２】本開示の実施形態に従って実施することが可能なＬＴＥのモバイル受信ＣＳＦＢ
（ＭＴ　ＣＳＦＢ）シグナリングのメッセージフロー図である。
【図３】本開示の実施形態による、同時に保留状態となっているＭＯ　ＣＳＦＢ要求とＭ
Ｔ　ＣＳＦＢ要求を処理する例示的技術のメッセージフロー図である。
【図４】本開示の実施形態による、ＭＯ　ＣＳＦＢ要求とＭＴ　ＣＳＦＢ要求が同時に到
着する事例のメッセージフロー図である。
【図５】本開示の実施形態による、ＭＴ　ＣＳＦＢ要求がＭＭＥに到達する事例のメッセ
ージフロー図である。
【図６】本開示の実施形態による、ＭＯ　ＣＳＦＢ要求およびＭＴ　ＣＳＦＢ要求を処理
する例示的技術のメッセージフロー図である。
【図７】本開示の実施形態による、ＭＴ　ＣＳＦＢ緊急呼要求のためにＭＭＥで受信され
たページング要求を処理する例示的技術のメッセージフロー図である。
【図８】本開示の実施形態による、同時に発生したＭＴ　ＣＳＦＢ要求とＭＯ　ＣＳＦＢ
要求をＭＭＥで処理する例示的方法５００のフローチャートである。
【図９】１つまたは複数の開示される実施形態を実施することが可能な例示的通信システ
ムのシステム図である。
【図１０】図９に示す通信システム内で使用することが可能な例示的無線送信／受信ユニ
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ット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１１】図９に示す通信システム内で使用することが可能な例示的無線アクセスネット
ワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【図１２】図９に示す通信システム内で使用することが可能な別の例示的無線アクセスネ
ットワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【図１３】図９に示す通信システム内で使用することが可能な別の例示的無線アクセスネ
ットワークおよび例示的コアネットワークのシステム図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ユーザ機器（ＵＥ）は、初めに複合型のアタッチ手順を行うことにより、回線交換（Ｃ
Ｓ）機能を保ちながら、Ｅ－ＵＴＲＡＮのパケット交換（ＰＳ）ドメインに接続すること
ができる。ＵＥがＣＳフォールバック（ＣＳＦＢ）を行うことができる２つのシナリオが
発生する可能性がある。第１のシナリオでは、ＵＥがアイドルモードまたはアクティブモ
ードにある時に、ＣＳサービス（すなわち音声呼）の実施を要求することを選択すること
ができる。そのようなシナリオをモバイル発信（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｏｒｉｇｉｎａｔｅｄ）
ＣＳＦＢ（ＭＯ　ＣＳＦＢ）要求と呼び、ＵＥは、拡張サービス要求（ＥＳＲ）を送信す
る必要がある。第２のシナリオでは、ＵＥがアイドルモードまたはアクティブモードにあ
る時に、ＣＳＦＢを指示するページングメッセージを受信する（ＵＥがアイドルの場合）
か、またはそれと等価なものとしてモバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）からＣＳサービ
ス通知を受信する（ＵＥがアクティブの場合）場合がある。そのようなシナリオをモバイ
ル受信（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ）ＣＳＦＢ（ＭＴ　ＣＳＦＢ）要求と呼ぶ
。どちらのシナリオでも、ＵＥは、ＵＥがすでに登録されているＣＳ無線アクセス技術（
ＲＡＴ）にフォールバックするように指示される。これは、パケット交換（ＰＳ）ハンド
オーバー（ＰＳ　ＨＯ）、セル変更動作（ＣＣＯ）、またはＲＲＣ接続解放を使用して行
うことができる。ＣＳＦＢの両シナリオで、シグナリングはＬＴＥで行うことができるが
、実際のＣＳサービスは旧来のＲＡＴを通じて行うことができる。
【００１１】
　アイドルモードからＣＳＦＢを行うには、ＵＥはＥＳＲメッセージを送信する。ネット
ワークは、ＣＳＦＢを実行する前にＬＴＥでＰＳベアラを確立することを選択することが
でき、すなわち、ネットワークはＣＳＦＢを実現する方式としてＰＳ　ＨＯを試みる。あ
るいは、ネットワークは、ＬＴＥでＰＳベアラを確立しないことを選択し、代わりにＵＥ
をＣＳドメインにリダイレクトしてもよい（例えば、リダイレクト情報を含むＲＲＣ接続
解放メッセージを使用する）。したがって、ＣＳＦＢに関連するプロセスを管理するため
の改良された技術を提供することが望まれる。
【００１２】
　ＭＯ　ＣＳＦＢ要求とＭＴ　ＣＳＦＢ要求間の競合条件を管理するためのシステムおよ
び方法の実施形態が開示される。例えば、ＭＯおよびＭＴ　ＣＳＦＢ要求のシナリオでは
、シグナリングはＬＴＥネットワークで行われるため、関連するノードの一部だけが進行
中のＭＯ　ＣＳＦＢ要求またはＭＴ　ＣＳＦＢ要求を知る場合がある。したがって、１番
目のＣＳＦＢ要求が完全に処理される前に２番目のＣＳＦＢ要求（例えば、１番目の要求
がＭＴ　ＣＳＦＢ要求であった場合はＭＯ　ＣＳＦＢ要求、またはその逆）が開始される
可能性がある。それにより、両方の要求に同時に対応する方法について衝突が発生する可
能性がある。そのような場合、ネットワーク内のノードの１つが、特定種類のメッセージ
を予想していた時に予期しないメッセージを受信する可能性がある。そのようなシナリオ
では、各ノードの振る舞いはＬＴＥ仕様に規定されておらず、衝突の解決方式も現在は規
定されていない。本開示の主題は、上記の状況および他の状況を管理する技術を提供する
。
【００１３】
　一例では、ＣＳＦＢを行う前にＬＴＥでＰＳベアラを確立することをネットワークが選
択した場合、ネットワークは、ＵＥによって確立されたすべてのベアラ（ＥＰＳベアラコ
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ンテクスト）のための無線リソースを確立するか、または可能性としては、それらのベア
ラのサブセットを確立することができる。ＵＥでは、一部のベアラ（一対一の識別の対応
付けを介してＥＰＳベアラコンテクストに対応付けられる）が確立されなかった場合は、
下位層からＮＡＳに通知される。その場合、ＵＥは、無線ベアラが確立されなかった対応
するＥＰＳベアラコンテクストをローカルに非アクティブ化する。ただし、デフォルトの
ベアラ（デフォルトＥＰＳベアラコンテクストに対応する）は、通常動作のために常に確
立されていなければならないことに留意されたい。このベアラが確立されていないと、Ｕ
Ｅはネットワークから切断しなければならない。
【００１４】
　サービス要求手順時のＥＰＳベアラコンテクストについては、現在規定されている機能
がある。ＥＳＲメッセージが使用され、無線ベアラの確立がこの手順中に行われる場合、
ＵＥは、無線ベアラ確立についての下位層からの通知を受け取ると、ユーザプレーンの無
線ベアラが確立されていないＥＰＳベアラコンテクストをローカルに非アクティブ化する
ことができる。ＵＥは、下位層からシステム間変更の通知を受け取った場合は、ＥＰＳベ
アラコンテクストのローカルの非アクティブ化は行わない。デフォルトのＥＰＳベアラコ
ンテクストのユーザプレーン無線ベアラがサービス要求手順または追跡エリア更新手順時
に「アクティブ」フラグで確立されない場合、ＵＥは、デフォルトのＥＰＳベアラコンテ
クストを持つＰＤＮ接続に関連付けられたすべてのＥＰＳベアラコンテクストをローカル
に非アクティブ化することができる。ＭＭＥは、ＵＥにピアツーピアのＥＳＭシグナリン
グを行うことなく、デフォルトのＥＰＳベアラコンテクストを持つＰＤＮ接続に関連付け
られたすべてのＥＰＳベアラコンテクストをローカルに非アクティブ化することができる
。上記事例のいずれかが理由でＵＥがすべてのＥＰＳベアラコンテクストをローカルに非
アクティブ化する場合、ＵＥは、ローカルのデタッチを行い、状態ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩ
ＳＴＥＲＥＤに遷移し、アタッチ手順を開始することができる。
【００１５】
　参照される場合、用語「無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）」は、これらに限定され
ないが、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動型の加入者ユニット、ページャ、
携帯電話またはセルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、または無線環境
で動作するように構成された他の種のユーザ装置を含む。参照される場合、用語「基地局
」はこれらに限定されないが、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ
）、または無線環境で動作するように構成された他の種のインタフェース装置を含む。
【００１６】
　本開示の実施形態によると、ＵＥは、ＭＯ　ＣＳＦＢ手順を開始するためにＥＳＲ（サ
ービスタイプをモバイル発信（ＭＯ）ＣＳフォールバックに設定）をネットワークに送信
することができる。これは、ＵＥがアイドルモードにある場合も接続モードにある場合も
当てはまる。
【００１７】
　図１は、本開示の実施形態によるＭＯ　ＣＳＦＢの場合のシグナリングの流れを示す、
例示的なメッセージフロー図である。この例では接続先ＲＡＴがＰＳ　ＨＯをサポートす
る。ＤＴＭはＣＳフォールバックが機能するために必須とは限らず、ＰＳ　ＨＯには関連
しないことに留意されたい。図１を参照すると、ＥＳＲメッセージ１１０をＵＥ／移動局
（ＭＳ）１０１からｅＮｏｄｅＢ１０２に送信してＭＯ　ＣＳＦＢ手順を開始することが
できる。ＵＥ／ＭＳ１０１は、アイドルモードにあるか接続モードにあるかに関係なくＥ
ＲＳメッセージ１１０を送信することができる。そして、ＥＲＳメッセージ１１０は、基
地局サブシステム（ＢＳＳ）／無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）１０３を通じて
モバイル管理エンティティ（ＭＭＥ）１０４に中継することができる。一部の実施形態で
は、ＥＳＲメッセージ１１０は、ＭＯ　ＣＳＦＢに設定されたサービスタイプを含むこと
ができる。ＥＳＲメッセージ１１０は、１つまたは複数の無線リソース制御（ＲＲＣ）メ
ッセージおよびＳ１アプリケーションプロトコル（Ｓ１ＡＰ）メッセージにカプセル化す
ることができる。
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【００１８】
　サービスタイプがＭＯ　ＣＳＦＢに設定されたＥＳＲメッセージ１１０（ＣＳフォール
バック標識とも呼ばれる）は、回線交換フォールバックを行うようにＭＭＥ１０４に指示
する。一実施形態では、ＵＥ／ＭＳ１０１は、回線交換ドメインに属しており、かつ、例
えばＵＥ／ＭＳ１０１がＩＭＳに登録されていないため、またはＵＥ／ＭＳ１０１や他の
ネットワーク装置でＩＭＳ音声サービスがサポートされていないためにＩＰマルチメディ
アサブシステム（ＩＭＳ）音声セッションを開始することができない場合にのみ、ＥＳＲ
１１０を送信することができる。
【００１９】
　ＥＳＲメッセージ１１０に応答して、ＭＭＥ１０４は、ｅＮｏｄｅＢ１０２にＳ１ＡＰ
要求メッセージ１１５を送信する。Ｓ１ＡＰ要求メッセージ１１５はＣＳフォールバック
標識を含むことができる。Ｓ１ＡＰ要求メッセージ１１５メッセージは、回線交換接続を
確立するために、ＵＥ／ＭＳ１０１を現在のｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ地上無線アクセス
ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ。パケット交換ＬＴＥネットワーク）から、ＵＭＴＳ地上
無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）またはＧＳＭ　ＥＤＧＥ無線アクセスネットワ
ーク（ＧＥＲＡＮ）に移動すべきことをｅＮｏｄｅＢ１０２に知らせる。Ｓ１ＡＰ要求メ
ッセージ１１５を受信するのに応答して、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、Ｓ１ＡＰ応答メッセー
ジ１２０を送信することができる。
【００２０】
　ブロック１２５で、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、任意でＵＥ／ＭＳ１０１に測定報告を要求
して、パケット交換ハンドオーバー時にＵＥ／ＭＳ１０１が接続される接続先ＧＥＲＡＮ
／ＵＴＲＡＮセルを決定することができる。
【００２１】
　ブロック１３０で、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、ハンドオーバー要求メッセージをＭＭＥ１
０４に送信することにより、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ近隣セルへのパケット交換ハンドオ
ーバー（ＰＳ　ＨＯ）をトリガーすることができる。一例として、このハンドオーバー（
ＨＯ）は、当業者に理解される要領で行うことができる。このＨＯの一部として、ＵＥ／
ＭＳ１０１は、ｈａｎｄｏｖｅｒ　ｆｒｏｍ　Ｅ－ＵＴＲＡＮコマンドを受信し、接続先
無線アクセス技術（ＲＡＴ）のセルに接続することを試みる。ＨＯ　ｆｒｏｍ　Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮコマンドは、ＣＳフォールバック要求が理由でＨＯがトリガーされたことをＵＥ／
ＭＳ１０１に知らせるＣＳフォールバック標識を含むことができる。ＨＯ　ｆｒｏｍ　Ｅ
－ＵＴＲＡＮコマンドがＣＳフォールバック標識を含んでおり、ＵＥ／ＭＳ１０１が接続
先ＲＡＴへの接続の確立に失敗した場合、ＵＥ／ＭＳ１０１はＣＳフォールバックが失敗
したと判断する。ＵＥ／ＭＳ１０１は、ＰＳ－ＨＯ手順が成功して完了した時に、ＣＳフ
ォールバック手順が成功して完了したと判断する。ＰＳ　ＨＯ中、ＳＧＳＮは、ＧとＭＳ
Ｃ／ＶＬＲの関連付けを作成することができない。サービス要求手順監視タイマは、この
省略可能な測定報告ステップを考慮して十分に長くすることができる。
【００２２】
　接続先のＲＡＴがＩｕモードにあるＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮである場合、ＵＥ／Ｍ
Ｓ１０１は、ＣＭサービス要求１３５を含むＲＲＣ初期直接転送メッセージを送信するこ
とによりＣＳシグナリング接続を確立することができる。コアネットワーク（ＣＮ）ドメ
イン標識は、初期直接転送メッセージ内で「ＣＳ」に設定することができる。あるいは、
接続先のＲＡＴがＡ／ＧｂモードにあるＧＥＲＡＮである場合は、ＵＥ／ＭＳ１０１はＲ
Ｒ接続を確立する（例えば、ＵＥ／ＭＳ１０１は専用チャネルを要求し、割り当てを受け
ることができ、そのチャネルでレイヤ３サービス要求メッセージを含む非同期平衡設定モ
ード（ｓｅｔ　ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ｂａｌａｎｃｅｄ　ｍｏｄｅ）（ＳＡＢＭ）
をＢＳＳ／ＲＳＳ１０３に送信し、ＢＳＳ／ＲＳＳ１０３はＵＡを送信することにより応
答する）。ＳＡＢＭ（ＣＭサービス要求メッセージを含む）を受信すると、ＢＳＳ／ＲＳ
Ｓ１０３は、Ａ／ＩｕＣＳメッセージ１４０などのＣＯＭＰＬＥＴＥ　ＬＡＹＥＲ　３　
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮメッセージ（ＣＭサービス要求メッセージを含む）をモバイル交
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換局（ＭＳＣ）１０５に送信し、ＧＥＲＡＮセルでＣＳリソースが割り当てられたことを
知らせる。メインのシグナリングリンクを確立すると、ＵＥ／ＭＳ１０１は、二重転送モ
ードまたは専用モードに入ることができ、ＣＳ呼確立手順が完了する。
【００２３】
　２Ｇ／３Ｇの接続先セルを担当するＭＳＣが、ＵＥ／ＭＳ１０１がＥ－ＵＴＲＡＮにサ
ービスされていた時にＵＥ／ＭＳ１０１を担当したＭＳＣ１０５と異なるシナリオでは、
暗黙的な位置更新が行われない場合、ＭＳＣ１０５はサービス要求を拒否し、ＣＭサービ
ス拒否メッセージ１４５を送信することができる。そしてＣＭサービス拒否メッセージ１
５０をＵＥ／ＭＳ１０１に送信することができる。ＣＭサービス拒否メッセージ１５０は
、ＵＥ／ＭＳ１０１に所在エリア更新１５５を行わせることができる。接続先システムが
ネットワーク動作モード（ＮＭＯ）Ｉで動作している場合、ＵＥは、ＲＡ／ＬＡ複合更新
を行うことができる。その場合、ＳＧＳＮはＧとＭＳＣ／ＶＬＲの関連付けを確立し、そ
の関連付けが、ＳＧとＭＭＥとの関連付けに取って代わる。接続先システムがＮＭＯ　Ｉ
ＩまたはＩＩで動作している場合、ＵＥは、ＭＳＣに向けて所在エリア更新を行う。その
場合、ＭＳＣは、ＳＧとＭＭＥの関連付けを解放する。
【００２４】
　ブロック１６０で、ＵＥ／ＭＳ１０１は回線交換による呼確立手順を開始することがで
きる。ＵＥ／ＭＳ１０１が接続先ＲＡＴのセルに移動すると、ブロック１６５でＥ－ＵＴ
ＲＡＮからＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバーを完了することがで
き、実行段階の継続が進行することができる。このハンドオーバーの終わりに、ＵＥ／Ｍ
Ｓ１０１は、アップリンクパケットデータの送信が可能であればルーティングエリア更新
手順をトリガーすることができる。
【００２５】
　接続先ＲＡＴでパケット交換ハンドオーバーがサポートされていない場合、ＵＥ／ＭＳ
１０１のパケット交換セッションは一時停止することができることに留意されたい。その
場合、回線交換呼が終了すると、ＵＥ／ＭＳ１０１はＥ－ＵＴＲＡＮに戻り、パケット交
換セッションを再開することができる。ＵＥ／ＭＳ１０１は、サービスタイプを「モバイ
ル発信ＣＳフォールバック緊急呼」または「１ｘＣＳフォールバック緊急呼」に設定する
ことにより、回線交換緊急呼のＣＳＦＢ手順を開始してよいことにも留意されたい。
【００２６】
　ＵＥがアイドル状態にあり、ネットワークがＵＥにＭＴ　ＣＳＦＢ要求を通知したい場
合、ネットワークはページングメッセージを送信する。一方、ＵＥがアクティブ状態の時
にネットワークがＭＴ　ＣＳＦＢ要求をＵＥに通知したい場合は、ネットワークはＣＳサ
ービス通知（専用ＮＡＳメッセージ）を送信する。これらのプロセスはいずれも、ＭＴ　
ＣＳＦＢサービスタイプを明確に指定したＵＥからのＥＳＲをトリガーする。図２に、本
開示の実施形態により実施することが可能なＬＴＥ　ＭＴ　ＣＳＦＢシグナリングのメッ
セージフロー図を示す。ＵＥ／ＭＳ２０１がアイドル状態にあり、ネットワークがＭＴ　
ＣＳＦＢ要求をＵＥ／ＭＳ２０１に通知したい場合、ネットワークはページングメッセー
ジを送信する。一方、ＵＥ／ＭＳ２０１がアクティブな時にネットワークがＭＴ　ＣＳＦ
Ｂ要求をＵＥ／ＭＳ２０１に通知したい場合は、ネットワークはＣＳサービス通知（専用
ＮＡＳメッセージ）を送信する。これらのプロセスはいずれも、ＭＴ　ＣＳＦＢサービス
タイプを明確に含んだＵＥ／ＭＳ２０１からのＥＳＲをトリガーする。図２では、ＵＥ／
ＭＳ２０１は当初アクティブモードにあり、接続先のＲＡＴはＰＳ　ＨＯをサポートする
ことができる。
【００２７】
　図２を参照すると、ＭＳＣ２０５は、呼出音声呼を受信し、ＭＳＣ２０５とＭＭＥ２０
４間のＬＴＥ　ＳＧｓインタフェースを通じてＭＭＥ２０４にページング要求２１０（例
えばＩＭＳＩまたはＴＭＳＩ、オプションの電話番号表示および接続管理情報、ＣＳ呼標
識）を送信することにより応答することができる。ＭＭＥ２０４は、ｅＮｏｄｅＢ２０２
を通じてＵＥ／ＭＳ２０１にＣＳサービス通知２１５を送信する。ＣＳサービス通知はＣ
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Ｎドメイン標識を含んでおり、ＭＳＣから受信される場合は電話番号表示を含む。ＭＳＣ
は単に、ＳＧｓインタフェースを使用して、位置更新情報を提供するＵＥ向けのＣＳペー
ジを送信する。アクティブモードでは、ＭＭＥは確立されたＳ１接続を有し、ＭＭＥがア
タッチ手順またはＴＡ／ＬＡ複合更新手順時に「ＳＭＳのみ」の指示をＵＥに返さない場
合は、ＭＭＥは、既存の接続を再使用してＣＳページをＵＥに中継する。
【００２８】
　ＭＭＥ２０４は直ちに、ＵＥ／ＭＳ２０１が接続モードにあった旨の指示を含むＳＧｓ
サービス要求メッセージ２２０をＭＳＣ２０５に送信する。ＭＳＣ２０５はその接続モー
ド指示を使用して、ＵＥ／ＭＳ２０１について無応答時着信転送タイマを開始し、ＭＳＣ
２０５は、発呼者にユーザ警告の通知を送信しなければならない。ＳＧｓサービス要求メ
ッセージ２２０を受信すると、ＭＳＣ２０５は、ＳＧｓインタフェースページングメッセ
ージの再送を停止する。
【００２９】
　ＣＳサービス通知２１５の受信に応答して、ＵＥ／ＭＳ２０１は、ＥＳＲ（ＣＳフォー
ルバック標識、拒否または受け付け）メッセージ２２５をＭＭＥ２０４に送信することが
できる。ＥＳＲメッセージ２０４は、ＲＲＣおよびＳ１ＡＰメッセージにカプセル化する
ことができる。ＣＳフォールバック標識はＭＭＥ２０４にＣＳフォールバックを行うよう
に指示する。ＵＥ／ＭＳ２０１は電話番号表示に基づいてＣＳＦＢを拒否することを決定
してもよいことに留意されたい。その場合、ＣＳＦＢ拒否を含むＥＳＲメッセージ　２２
５で、ＭＳＣ２０５にＣＳページング拒否２３０を送信してＣＳページング手順を停止し
、したがってＣＳＦＢ手順を終了するようにＭＭＥ２０４に指示することができる。
【００３０】
　さらに、この手順は、事前ページングが採用される場合は、ＭＳＣがＨＳＳからＭＡＰ
＿ＰＲＮを受信した直後に行うことができることが注目される。事前ページングの場合も
、電話番号表示およびＣＳ呼標識が提供される。ＵＥ／ＭＳ２０１にＣＳＦＢが受け付け
られると、ＭＭＥ２０４は、ＵＥ／ＭＳ２０１の無線能力およびＣＳフォールバック標識
を含むＳ１ＡＰ要求メッセージ２３５をｅＮｏｄｅＢ２０２に送信する。Ｓ１ＡＰ要求メ
ッセージ２３５は、ＵＥ／ＭＳ２０１をＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮに移動すべきことをｅＮ
ｏｄｅＢ２０２に知らせる。ｅＮｏｄｅＢ２０２はＳ１ＡＰ応答メッセージ２４０で応答
する。
【００３１】
　ブロック２４５で、ｅＮｏｄｅＢ２０２は任意で、ＵＥ／ＭＳ２０１に測定報告を要求
して、パケット交換ハンドオーバー時にＵＥ／ＭＳ２０１が接続される接続先ＧＥＲＡＮ
／ＵＴＲＡＮセルを決定することができる。
【００３２】
　ブロック２５０で、ｅＮｏｄｅＢ２０２は、ハンドオーバー要求メッセージをＭＭＥ２
０４に送信することにより、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ近隣セルへのパケット交換ハンドオ
ーバー（ＰＳ　ＨＯ）をトリガーする。その後、Ｅ－ＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮまたはＧ
ＥＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバーが開始する。このハンドオーバーの一部として、Ｕ
Ｅ／ＭＳ２０１はＨＯ　ｆｒｏｍ　Ｅ－ＵＴＲＡＮコマンドを受信し、接続先ＲＡＴのセ
ルへの接続を試みる。ＨＯ　ｆｒｏｍ　Ｅ－ＵＴＲＡＮコマンドは、ＣＳフォールバック
要求のためにＨＯがトリガーされたことをＵＥ／ＭＳ２０１に知らせるＣＳフォールバッ
ク標識を含むことができる。ＨＯ　ｆｒｏｍ　Ｅ－ＵＴＲＡＮコマンドがＣＳフォールバ
ック標識を含んでおり、ＵＥ／ＭＳ２０１が接続先ＲＡＴへの接続の確立に失敗する場合
、ＵＥ／ＭＳ１０１はＣＳフォールバックが失敗したと判断する。ＵＥ／ＭＳ２０１は、
ＰＳ－ＨＯ手順が成功して完了すると、ＣＳフォールバック手順が成功して完了したと判
断することができる。ＰＳ　ＨＯ中に、ＳＧＳＮはＧｓとＭＳＣ／ＶＬＲの関連付けを作
成しないことが注目される。
【００３３】
　接続先ＲＡＴがＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮのＩｕモードにある場合、ＵＥ／ＭＳ２０
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１は、ＲＲＣ接続を確立し、ＲＲＣページング応答２５５を送信することによりページン
グに応答する。初期直接転送メッセージ中で、ＣＮドメイン標識は「ＣＳ」に設定するこ
とができる。接続先ＲＡＴがＧＥＲＡＮ　Ａ／Ｇｂモードにある場合、ＵＥ／ＭＳ２０１
はＲＲ接続を確立し、適宜ページングに応答する（すなわち、ＵＥ／ＭＳ２０１は専用チ
ャネルを要求し、割り当てを受けることができ、そのチャネルでＢＳＳ／ＲＮＳ２０３に
ページング応答を含むＳＡＢＭを送信し、ＢＳＳ／ＲＮＳ２０３はＵＡを送信することに
より応答する）。ＳＡＢＭ（ページング応答メッセージを含む）を受信すると、ＢＳＳ／
ＲＮＳ２０３は、Ａ／ＩｕＣＳメッセージ２６０などのＣＯＭＰＬＥＴＥ　ＬＡＹＥＲ　
３　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮメッセージ（ページング応答メッセージを含む）をＭＳＣ２
０５に送信し、ＧＥＲＡＮセルでＣＳリソースが割り当てられたことを知らせる。メイン
のシグナリングリンクが確立されると、ＵＥ／ＭＳ２０１は、二重転送モードまたは専用
モードに入り、ＣＳ呼の確立手順が完了することができる。対応するページング要求がＢ
ＢＳから送信されていない場合でも、ページング応答を受信するためにＢＳＳを準備して
おくべきことが注目される。
【００３４】
　２Ｇ／３Ｇの接続先セルを担当するＭＳＣが、Ｅ－ＵＴＲＡＮでＵＥ／ＭＳ２０１を担
当したＭＳＣ２０５と異なる場合、ＭＳＣ２０５は、接続拒否／解放メッセージ２６５を
送信し、ＵＴＲＡＮのＩｕ接続またはＧＥＲＡＮのＡ／Ｇｂ接続を解放することにより、
ページング応答メッセージを拒否することができる。すると、ＢＳＣ／ＲＮＣは、ＵＴＲ
ＡＮまたはＧＥＲＡＮのＣＳドメインのためのシグナリング接続を解放する。シグナリン
グ接続の解放により、ＵＥ／ＭＳ２０１に所在エリア更新２７０を行わせることができる
。例えば、接続先システムがＮＭＯ　Ｉで動作している場合、ＵＥはＲＡ／ＬＡ複合更新
を行うことができる。その場合、ＳＧＳＮはＧとＭＳＣ／ＶＬＲの関連付けを確立し、そ
れがＳＧとＭＭＥの関連付けに取って代わる。接続先システムがＮＭＯ　ＩＩまたはＩＩ
Ｉで動作している場合、ＵＥはＭＳＣに向けて所在エリア更新を行う。その場合、ＭＳＣ
はＳＧとＭＭＥの関連付けを解放する。所在エリア更新により、ＣＳフォールバック手順
のためのローミングの再試行を行わせることができる。
【００３５】
　ブロック２７５で、ＵＥ／ＭＳ２０１は回線交換の呼確立手順を開始することができる
。ＵＥ／ＭＳ２０１が接続先ＲＡＴのセルに移動すると、ブロック２８０でＥ－ＵＴＲＡ
ＮからＵＴＲＡＮまたはＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバーを完了することができ、
実行段階の継続が進行することができる。このハンドオーバーの終わりに、アップリンク
パケットデータの送信が可能であれば、ＵＥ／ＭＳ２０１はルーティングエリア更新手順
をトリガーすることができる。
【００３６】
　本開示では、下記の各種事例に対応または管理する技術が提供される。それらの事例で
は、ＰＳ　ＨＯを行うことができることを前提とすることに留意されたい。ただし、本明
細書に開示される実施形態は、ＰＳ　ＨＯがサポートされない場合にも有効である。
【００３７】
事例１
　ＣＳ呼／サービスのためのシグナリングはＬＴＥ装置により所与の時に行うことができ
るため、ＭＯであるかＭＴであるかに関わらず、関与するノード（すなわちＵＥ／ＭＳ、
ＭＭＥ、ＭＳＣ）の一部のみが進行中のＣＳＦＢ要求を知る場合がある。この理由から、
第２のＣＳＦＢ要求（例えば元の要求がＭＴであった場合はＭＯ要求、またはその逆）が
トリガーされる可能性があり、そのためどのようにＭＯ要求とＭＴ要求の両方に同時に対
処するかについて衝突が生じる可能性がある。そのような場合は、ノードの１つ（ＵＥ、
ＭＭＥ、またはＭＳＣ）は、特定種類のメッセージを予期している時に予想しないメッセ
ージを受け取る可能性がある。図３に、本開示の実施形態によるそのような状況の１つに
おけるメッセージフロー図を示す。
【００３８】



(10) JP 5568684 B2 2014.8.6

10

20

30

40

50

　図３を参照すると、まずＭＭＥ３０３がＵＥ３０１からＭＯ　ＣＳＦＢのためのＥＳＲ
３１０を受信する。ＭＭＥ３０３は適宜要求の処理を開始する。ＣＳＦＢ標識を含むＳ１
ＡＰ要求メッセージ３１１をｅＮｏｄｅＢ３０２に送信し、それに対してｅＮｏｄｅＢ３
０２からＳ１ＡＰ応答メッセージ３１２を受信した後、ただしＨＯコマンドが送信される
少し前に、ＭＭＥ３０３は、ＵＥ３０１にはＭＴ　ＣＳＦＢ要求もあることを知らせるペ
ージング要求３１３をＭＳＣ３０４から受信することができる。本明細書により詳細に説
明するように、本開示の実施形態は、どちらの要求を行うかおよびどのようにして全ノー
ドに通知するかを決定する手段を提供する。
【００３９】
事例２
　図４で、ＭＯ　ＣＳＦＢ要求を含むＥＳＲ３２０とＭＴ　ＣＳＦＢ要求を含むページン
グ要求３２１の両方が、両要求に必要な次のステップをＭＭＥ３０３が完了する前にＭＭ
Ｅ３０３に到着する。本明細書でより詳細に説明するように、本開示の実施形態は、どち
らの要求を処理するかおよびどのようにして全ノードにその決定を通知するかを決定する
手段を提供する。それにより、一部のノードが通知されないままとなる結果を防止し、シ
ステム間変更が行われる際に混乱を防止することができる。
【００４０】
事例３
　図５で、ＭＴ　ＣＳＦＢ要求を含むページング要求３３０がＭＭＥ３０３に到着し、す
るとＭＭＥ３０３は、ＵＥ３０１がアイドルモードにあれば、次いでｅＮｏｄｅＢ３０２
にページングメッセージ３３１を送信することができる。あるいは、ＵＥ３０１がアクテ
ィブ／接続モードにある場合は、ＭＭＥ３０３はＣＳサービス通知を送信してもよい。た
だし、ＵＥ３０１は、ＭＴ　ＣＳＦＢ要求を受信する前に、ＥＳＲ３３２をＭＭＥ３０３
に送信することにより自身のＭＯ　ＣＳＦＢ手順を開始する。そして、ＭＭＥ３０３はＥ
ＳＲ３３２を受信する（これはＵＥ３０１に送信した通知から予想される）が、ＥＳＲ３
３２は、「モバイル発信（ＭＯ）ＣＳフォールバック」に設定されたサービスタイプ（ま
たは例えば緊急呼の場合はＭＴ　ＣＳＦＢに対応しない他の値）を含んでいる。一方、Ｕ
Ｅ３０１では２つの結果が考えられる。第１に、ＵＥ３０１が当初アイドル状態だった場
合は、現在はアクティブになっているためにｅＮｏｄｅＢ３０２からのページングメッセ
ージを受信できなくなる。第２に、ＵＥ３０１が当初アクティブ状態だった場合は、ＭＯ
　ＣＳＦＢのためのＥＳＲ３３２への予想される応答ではなく、ＭＴ　ＣＳＦＢのための
ＣＳサービス通知を受信するようになる。このシナリオでは、ＭＭＥ３０３またはＵＥ３
０１がどのように反応するかが不確かである可能性がある。さらに、システム間変更が行
われた後、そのような処置の結果も不確かである可能性がある。例えば、ＭＭＥ３０３が
ＭＯ　ＣＳＦＢ要求を無視し、ＵＥ３０１に通知せずに、ＭＴ　ＣＳＦＢ要求だけが有効
であったかのように進行することを決定した場合は、実際にはＭＳＣ３０４はページング
応答を期待していたところへＵＥ３０１がＭＳＣ３０４にＣＭサービス要求を送信すると
、ＣＳドメインで衝突が発生する可能性がある。
【００４１】
事例４
　別の事例では、ＵＥ３０１は、緊急呼のためにＭＯ　ＣＳＦＢ要求のためのＥＳＲ３３
２を送信しようとしていた場合と同じように、ＭＴ　ＣＳＦＢ要求のページング（ＲＲＣ
）メッセージ（またはＵＥ３０１がアクティブモードにある場合はＣＳサービス通知）を
受信することがある。この場合、ネットワークがＭＯ　ＣＳＦＢ要求に応答する方式が、
ＵＥ３０１が緊急呼を行う能力に影響する可能性がある。
【００４２】
事例５
　最後に、ＵＥは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ内でページング（ＲＲＣ）を受け取った瞬間にＭＯ－
ＳＭＳ要求をすでに開始している可能性がある。ＵＥがＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮにフォー
ルバックすると、接続先ＲＡＴの所在エリア識別がＵＥのＵＳＩＭに記憶された識別と一
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致しないということも発生する可能性がある。したがって、ＵＥは、接続先ＲＡＴ（ＧＥ
ＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ）で位置更新手順を開始する必要がある。その新しい所在エリアが新
しいＭＳＣ／ＶＬＲに属する可能性がある。ＣＴ１では、ＵＥは、ＣＳＭＴフラグ（Ｅ－
ＵＴＲＡＮでページングされていることをネットワークに通知するため）と「継続（ｆｏ
ｌｌｏｗ　ｏｎ）要求」パラメータ（ＣＭ下位層からのＭＯ要求があることをネットワー
クに通知するため）の両方を送信できることが同意されている。ＵＥは両パラメータを送
信することができ、どちらを優先するかは実装の選択肢としてネットワークに委ねられる
。これは、ネットワークがＭＯ要求（すなわちＳＭＳ）を継続し、それが完了するとＭＴ
の呼設定シグナリングを開始するという選択肢を有することを意味する。ただし、ネット
ワークにこの選択を行うと、ＭＴ呼に長い遅延が生じ、場合によっては切断呼となる可能
性がある。
【００４３】
　図３ないし図５に関して上述した事例では、本開示の数個の実施でそのような状況で発
生する問題に対処することができる。図６にそのような実施形態の１つを示す。この実施
形態では、ＭＭＥ４０３が、進行中ＣＳＦＢ通知メッセージ４１４を送信することにより
、進行中のＣＳＦＢ手順（ＥＳＲ４１０またはページング要求４１２により開始される）
をＭＳＣ４０４に通知する。進行中ＣＳＦＢ通知メッセージ４１４は、ＭＭＥ４０３とＭ
ＳＣ４０４の間のＳＧｓインタフェースを通じて送信される新しいメッセージとすること
ができる。あるいは、進行中ＣＳＦＢ通知メッセージ４１４は、ＵＥ到達不能や、モバイ
ル受信ＣＳフォールバック呼がユーザにより拒否等、既存の情報要素（ＩＥ）を再使用し
たＳＧのＡＰ－ＳＥＲ　ＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴとしてもよい。別の実施形態では、新
しいＩＥを定義し、ＳＧｓＡＰ－ＳＥＲＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴと共に使用して、進行
中のＣＳＦＢ手順の通知をＭＳＣ４０４に提供することができる。さらに別の実施形態で
は、進行中ＣＳＦＢ通知メッセージ４１４は、ＭＳＣ４０４に送信され、既存のＩＥまた
は新しいＩＥを使用して固有の情報、例えば進行中のＭＯ　ＣＳＦＢまたは進行中のＭＯ
緊急ＣＳＦＢの通知を提供するＳＧｓＡＰ－ＰＡＧＩＮＧ－ＲＥＪＥＣＴとすることがで
きる。ＭＭＥ４０３は、ＭＳＣ４０４からページング要求４１２を受信した後、またはＭ
ＳＣ４０４が最初にＳＧｓＡＰ－ＳＥＲＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴで応答した後に、ＳＧ
ｓＡＰ－ＰＡＧＩＮＧ－ＲＥＪＥＣＴの形態で進行中ＣＳＦＢ通知メッセージ４１４を送
信することができる。
【００４４】
　ＭＳＣ４０４は、進行中ＣＳＦＢ通知メッセージ４１４を受信すると、呼転送手順を開
始するか、ユーザ決定ユーザビジー（ｕｓｅｒ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ　ｕｓｅｒ　ｂｕ
ｓｙ）（ＵＤＵＢ）処置をトリガーすることができる。あるいは、ＭＳＣ４０４は、相手
の発呼者に呼出音を送信するか、または進行中のＣＳＦＢが緊急呼もしくは他のサービス
のためのＭＯ　ＣＳＦＢであるか否かに応じて他の処置を行うことができる。
【００４５】
　一実施形態では、ＭＭＥ４０３は、ほぼ同時にＭＴ　ＣＳＦＢがトリガーされるかどう
かに関係なく、行われているＭＯ　ＣＳＦＢ手順があればＭＳＣ４０４に通知する。それ
により、ＭＳＣ４０４は、ＭＭＥ４０３へのＳＭＳメッセージの転送を阻止または中止し
、ＵＥ４０１がＣＳドメインに戻った時にそのようなＣＳサービスを再開する等の何らか
の処置を行うことができる。この場合も、これは、ＳＧｓインタフェースを通じた新しい
メッセージにより、または新しいＩＥもしくは適用可能な場合は既存ＩＥと共にＳＧｓＡ
Ｐ－ＳＥＲＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴを再使用することにより実現することができる。
【００４６】
　本開示の実施形態によれば、ＭＭＥは、１つまたは複数の未処理のＣＳＦＢ要求を検出
することができる。１つまたは複数の未処理のＣＳＦＢ要求を検出すると、ＭＭＥは、未
処理のＣＳＦＢ要求を知らせるメッセージを生成することができる。さらに、ＭＭＥはそ
のメッセージをＭＳＣおよびＶＬＲの一方に通信することができる。未処理のＣＳＦＢ要
求はＭＯ　ＣＳＦＢ要求である場合もＭＴ　ＣＳＦＢ要求である場合もあることが理解さ
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れよう。ＣＳＦＢ要求は同時に保留状態になる可能性があり、例えば、２つ以上のＣＳＦ
Ｂ要求が確立されていて同時に未処理状態になっている、または例えば１つのＣＳＦＢ要
求が確立されており、そこにもう一方が到着する可能性がある。
【００４７】
　図７に本開示の代替実施形態を示し、ここでは、ＭＳＣ４０４からＭＭＥ４０３で受信
されるページング要求４２０は、ＭＴ　ＣＳＦＢの緊急呼要求または他の特定種類のＣＳ
ＦＢ要求に対応する可能性がある。この実施形態では、ＭＭＥ４０３は、ＵＥ４０１が要
求した内容に関係なく、接続先ＲＡＴ環境内で遂行すべき具体的な要求（すなわちＭＴま
たはＭＯ）をＵＥ４０１に通知する。
【００４８】
　これは、一実施形態では、ＭＭＥ４０３がＣＳＦＢ要求応答命令メッセージ４２２をＵ
Ｅ　４０１に送信することによって実施することができる。ＣＳＦＢ要求応答命令メッセ
ージ４２２は、ＵＥ４０１に、例えば、接続先ＲＡＴに入った時にページング応答（ＣＭ
サービス要求ではなく。もしくはその逆。または他の初期メッセージ）を送信すべきこと
を通知することができる。ＣＳＦＢ要求応答命令メッセージ４２２は、新しいＲＲＣメッ
セージの形を取ることができ、または、新しいＩＥを使用した、ＭｏｂｉｌｉｔｙＦｒｏ
ｍＥ－ＵＴＲＡコマンドやＲＲＣ接続解放などの既存のＲＲＣメッセージの形を取ること
ができる。ＣＳＦＢ要求応答命令メッセージ４２２は、より優先度が高いＭＴ／ＭＯ　Ｃ
ＳＦＢ要求があるためにＭＯ／ＭＴ　ＣＳＦＢ要求が処理されないこと、またはシステム
間変更が完了した時にＵＥ４０１がＭＯ／ＭＴ　ＣＳＦＢ手順を中断して代わりにページ
ング応答／ＣＭサービス要求（または他のＮＡＳ／ＲＲＣ）メッセージを送信すべきこと
を暗黙的にＵＥ４０１に指示することができる。
【００４９】
　代替実施形態では、ＭＭＥ４０３は、ＵＥ４０１からの現在の要求を無効にするために
使用すべき手順を、ＣＳＦＢ要求応答命令メッセージ４２２を介してＵＥ４０１に通知す
る。あるいは、ＭＭＥ４０３は、そのようなシナリオで任意に含めることが可能な新しい
ＩＥを含むＣＳサービス通知メッセージを送信してもよい。この新しいＩＥは、接続先Ｒ
ＡＴで送信すべきメッセージ、またはＵＥ４０１の要求を無効にするためにＭＭＥ４０３
が選択した手順を知らせることができる（例えばＭＴ　ＣＳＦＢまたはＬＣＳが、要求の
内容に関わらずＵＥ４０１の要求より優先される）。そのような場合、ＵＥ４０１は、接
続先ＲＡＴに入った時に、それに応じて、必要／期待される初期ＮＡＳメッセージを送信
するように調整することができる。
【００５０】
　あるいは、ＭＭＥ４０３は新しい処置を取らず、期待される通りにＵＥ４０１およびＭ
ＳＣ４０４からの個々の要求に応え、それにより、システム間変更時にその問題を解決す
ることをＵＥ４０１および／またはＭＳＣ４０４に委ねてもよい。ＭＳＣ４０４が予期し
ていたものと異なるメッセージを受信した場合（例えばページング応答ではなくＣＭサー
ビス要求を受信した場合）、ＭＳＣ４０４はＣＭサービス要求を拒否し、ＭＴ　ＣＳ呼を
続けることを選択してもよい。あるいは、ＭＳＣ４０４は、ＭＯ　ＣＳ呼を処理し、その
呼が通話状態になったら、通話中着信を使用してＵＥ４０１にＭＴ　ＣＳ呼を知らせても
よい。
【００５１】
　図８に、本開示の別の実施形態を実施する例示的方法５００のフローチャートを示す。
この実施形態では、ＭＭＥが、サービスタイプ、ネットワーク／事業者の設定、または要
求の受信タイミング（例えば最初に受信された要求が優先権を得る）に基づいて、２つの
ＣＳＦＢ要求呼要求（すなわちＭＴまたはＭＯ）の１つに優先権を与えることができる。
ブロック５１０で、ＭＭＥが、ＭＯ　ＣＳＦＢの要求とＭＴ　ＣＳＦＢの要求を互いに比
較的近い時間に受信することができる。ブロック５２０で、ＭＭＥは、ＭＭＥが２つの各
要求の優先度を判定することを可能にする要求の何らかの特性を取得または判定すること
ができる。優先度の判定は、ブロック５３０で行うことができる。ブロック５４０で、ど
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ちらの要求が優先権を有するかの判定を行うことができる。ＭＭＥがＭＴ　ＣＳＦＢに優
先権があると判定した場合は、本明細書に記載されるＭＴ　ＣＳＦＢ手順をブロック５５
０で行うことができる。ＭＭＥがブロック５４０でＭＯ　ＣＳＦＢに優先権があると判定
した場合は、ブロック５６０でＭＯ　ＣＳＦＢ手順を行うことができる。方法は、優先度
が高い方のＣＳＦＢ手順が行われた後、次いで優先度が低い方のＣＳＦＢの手順を行うこ
とができることに留意されたい。
【００５２】
　さらに別の実施形態では、ＭＯ　ＣＳＦＢ　のためのＥＳＲを送信してきたＵＥに、Ｍ
ＭＥがＣＳサービス通知を送信できることが企図される。ＵＥの振る舞いは、最新の通知
メッセージを使用し、他の進行中のＣＳＦＢ手順を中断するようにすることができる。そ
して、ＵＥは、ＥＳＲを送信し、受信した最後の通知に従ってサービスタイプを設定する
ことにより、これを確定することができる。あるいは、ＭＯまたはＭＴのＣＳＦＢ要求を
継続するかどうかを決定するために、ＵＥがユーザの入力を要求してもよい。さらに別の
代替実施形態では、ネットワークもしくはユーザのポリシー／設定（優先度の設定を含む
）に基づいて、またはサービスタイプに基づいて（例えばＵＥは緊急目的のＣＳＦＢ要求
に優先権を与えることができる等）、他方の要求に優先して一方の要求を継続するように
ＵＥを構成してもよい。
【００５３】
サービス要求の一部として（またＵＥがＥＳＲを送信する時に）ベアラが確立されていな
い場合にＵＥのデタッチにより生じる遅延
　サービス要求の手順時にどのベアラも確立されていない場合のＵＥの振る舞いの中で、
ＵＥは、ローカルのデタッチを行い、状態ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤに遷移し、
アタッチ手順を開始することができる。ＵＥがアイドルモードからＥＳＲを送信した時に
これが発生した場合は、デタッチおよびアタッチ手順を行わなければならないことにより
、ＣＳＦＢひいてはＣＳ呼にさらなる遅延が生じる可能性がある。いずれの場合も、ＵＥ
は自身を登録取り消しと見なすべきであり、よって、ＣＳＦＢを待機状態にし、その後再
びアタッチすることに意味がない。
【００５４】
　本明細書に記載の実施形態は、ＣＳＦＢを必要とする他のＣＳサービス、例えば付加サ
ービスや位置特定サービスに適用することができる。上記事例の任意の組み合わせのため
のシステムおよび方法の実施形態を記載する。すなわちそれらの解決法は上記で挙げた数
個の事例に適用することができる。一態様によると、ＭＭＥは、進行中のＣＳＦＢ手順を
ＭＳＣ／ＶＬＲに通知する。これは、ＳＧｓインタフェースを通じて新しいメッセージを
使用することにより実現することができる。あるいは、これは、ＵＥ到達不能や、モバイ
ル受信ＣＳフォールバック呼がユーザにより拒否等の既存の情報要素（ＩＥ）を再使用す
るＳＧｓ　ＡＰ－ＳＥＲＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴを使用して行うこともできる。そうで
ない場合は、新しいＩＥを定義してそのような通知をＭＳＣ／ＶＬＲに提供することがで
きる。別の選択肢として、ＭＭＥは、ＳＧｓＡＰ－ＰＡＧＩＮＧ－ＲＥＪＥＣＴをＭＳＣ
／ＶＬＲに送信し、既存のＩＥを再使用するか、または新しいＩＥを使用して固有の情報
、例えば進行中のＭＯ　ＣＳＦＢ、または進行中のＭＯ緊急ＣＳＦＢを提供することもで
きる。ＭＭＥは、ＭＳＣ／ＶＬＲからページング要求を受信した後、またはＳＧｓＡＰ－
ＳＥＲＶＩＣＥ－ＲＥＱＵＥＳＴで最初に応答した後に、直接ＳＧｓＡＰ－ＰＡＧＩＮＧ
－ＲＥＪＥＣＴを送信することができる。
【００５５】
　ＭＳＣがこの通知を受信すると、ＭＳＣは、ＭＯ　ＣＳＦＢが緊急呼のためであるか、
または他のサービスのためであるかに応じて、呼転送手順を開始するか、ユーザ決定ユー
ザビジー（ＵＤＵＢ）をトリガーするか、呼出音を相手の発呼者に送信する等することが
できる。
【００５６】
　ＭＭＥは、ＭＴ　ＣＳＦＢがほぼ同時にトリガーされるかどうかに関係なく、行われて
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いるＭＯ　ＣＳＦＢ手順があれば常にＭＳＣ／ＶＬＲに知らせることができる。そのよう
にすることにより、ＭＳＣ／ＶＬＲは、ＭＭＥへのＳＭＳの転送を中止し、ＵＳがＣＳド
メインに入った時にそのようなＣＳサービスを継続する等の何らかの処置を取ることがで
きる。これは、ＳＧｓインタフェースを通じて新しいメッセージで実現するか、または新
しいＩＥもしくは適用可能な場合は既存のＩＥと共にＳＧｓＡＰ－ＳＥＲＶＩＣＥ－ＲＥ
ＱＵＥＳＴを再使用することにより実現することができる。
【００５７】
　一態様によると、ＭＴ　ＣＳＦＢ呼要求が緊急または他種のＣＳＦＢ要求のためである
場合は、ＵＥが要求した内容に関係なく、接続先ＲＡＴで遂行すべき要求、すなわちＭＴ
またはＭＯをＭＭＥがＵＥに通知することが提案される。これは数通りに実現することが
できる。例えば、ＭＭＥは、例えばＵＥが接続先ＲＡＴに入った時にページング応答（Ｃ
Ｍサービス要求ではなく。その逆も同様。または何らかの他の初期メッセージ）を送信す
べきであることをＵＥに通知することができる。この通知は、新しいＲＲＣメッセージを
使用して達成するか、またはＭｏｂｉｌｉｔｙＦｒｏｍＥ－ＵＴＲＡコマンドやＲＲＣ接
続解放等の既存のＲＲＣメッセージ中に新しいＩＥとして含めることができる。このメッ
セージは、より優先度が高いＭＴ／ＭＯ　ＣＳＦＢ要求があるためにＭＯ／ＭＴ　ＣＳＦ
Ｂ要求が処理されないこと、またはシステム間変更が完了した時にＵＥ４０１がＭＯ／Ｍ
Ｔ　ＣＳＦＢ手順を中断して代わりにページング応答／ＣＭサービス要求（または他のＮ
ＡＳ／ＲＲＣ）メッセージを送信すべきことを暗黙的にＵＥ４０１に指示することができ
る。ＭＭＥは、例えば、そのような場合に任意で含められる新しいＩＥと共にＣＳサービ
ス通知メッセージを送信することにより、ＵＥからの現在の要求を無効にする手順をＵＥ
に知らせる。新しいＩＥは、どのメッセージを接続先ＲＡＴで送信すべきか、またはＵＥ
の要求を無効にするためにＭＭＥがどの手順を選択したかを知らせることができる。例え
ばＭＴ　ＣＳＦＢまたはＬＣＳが、ＵＥの要求より優先される（その要求の内容に関わら
ず）。そのような場合、ＵＥは、接続先ＲＡＴに入った時に、それに応じて、必要／期待
される初期ＮＡＳメッセージを送信するように調整することができる。
【００５８】
　別の態様では、ＭＭＥは、新しい処置を取らず、期待される通りに（ＵＥおよびＭＳＣ
／ＶＬＲからの）個々の要求に応え、それにより、システム間変更時にその問題を解決す
ることをＵＥおよび／またはＭＳＣ／ＶＬＲに委ねてもよい。ＭＳＣ／ＶＬＲが予期して
いたものと異なるメッセージを受信した場合（例えばページング応答ではなくＣＭサービ
ス要求を受信した場合）、ＭＳＣ／ＶＬＲはＣＭサービス要求を拒否し、ＭＴ　ＣＳ呼を
続けることを選択してもよい。あるいは、ＭＳＣ／ＶＬＲは、ＭＯ　ＣＳ呼を処理し、そ
の呼が通話状態になったら、通話中着信を使用してＵＥにＭＴ　ＣＳ呼を知らせてもよい
。
【００５９】
　別の態様によると、ＭＭＥは任意で、サービスタイプ、ネットワーク／事業者の設定、
またはどの要求が最初に到着したかに基づいて、常に呼（すなわちＭＴまたはＭＯ）の１
つに優先権を与えることができる。ＭＭＥが、ＭＯ　ＣＳＦＢのためのＥＳＲを送信して
きたＵＥにＣＳサービス通知を送信することも提案される。ＵＥの振る舞いは、最新の通
知メッセージを使用し、他の進行中のＣＳＦＢ手順を中断するようにすることができる。
そして、ＵＥは、ＥＳＲを送信し、受信した最後の通知に従ってサービスタイプを設定す
ることにより、これを確定することができる。あるいは、ＭＯまたはＭＴ　ＣＳＦＢ要求
を継続することを決定するためにユーザの入力を要求してもよい。あるいは、ネットワー
クもしくはユーザのポリシー／設定に基づいて、またはサービスタイプに基づいて（例え
ばＵＥは緊急目的のＣＳＦＢ要求に常に優先権を与えることができる等）、常に他方の要
求に優先して一方の要求を継続するようにＵＥを構成してもよい。
【００６０】
　別の態様によると、ＵＥがＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮにフォールバックする時、ＵＥが位
置更新要求メッセージに「ＣＳＭＴ」フラグのみを含め（「継続要求」は含めず）、した
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がってＭＴ呼を優先することが本明細書に開示される。そのようにすると、ネットワーク
は位置の更新が完了するとＭＴ呼の設定だけを続け、後の段階でＵＥがＳＭＳトラフィッ
クを要求し、送出することができる。さらに別の実施形態では、ＵＥは両方のフラグ、す
なわち「ＣＳＭＴ」および「継続要求」を位置更新要求メッセージでネットワークに送信
することができる。その場合、ネットワークは「継続要求」フラグは無視し、ＭＴ呼の設
定を続けることができる。
【００６１】
　一態様によると、一実施形態は、ＵＥがアイドルモードでＥＳＲを送信し、少なくとも
デフォルトのベアラ（デフォルトのＥＰＳベアラコンテクストに対応する）が確立されな
い場合、ＵＥは自身を登録取り消しと見なす（すなわち状態ＥＭＭ－ＤＥＲＥＧＩＳＴＥ
ＲＥＤに遷移する）ことを規定する。ＵＥはローカルのデタッチを行うこともできるが、
ＵＥはアタッチ手順を開始することができない。代わりに、ＵＥはＣＳドメインを再選択
し、直接ＣＳＦＢ手順（すなわちＣＳ呼または他のＣＳサービス、例えばＬＣＳ）を続け
る。ＵＥは、ＣＳドメインでアタッチ手順を開始する必要はない。ＵＥは、例えば、ＣＳ
ＦＢがＭＯ　ＣＳ呼要求によるものである場合はＣＳサービス要求を直接送信するか、ま
たはＣＳＦＢがＭＴ　ＣＳ呼要求によるものである場合はページング応答を送信すること
ができる。そして、ＵＥは、旧来システムのＰＳドメイン、すなわちＳＧＳＮに登録する
ことができる。さらに、ＵＥは、ＬＴＥにある間にＩＳＲがアクティブ化された場合はロ
ーカルにＩＳＲを非アクティブ化することができる。ＵＥは、後にＬＴＥに戻った時にＬ
ＴＥネットワークに登録することができる。
【００６２】
例示的環境
　図９は、１つまたは複数の開示される実施形態を実施することが可能な例示的通信シス
テム９００の図である。通信システム９００は、音声、データ、映像、メッセージング、
放送等のコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多重接続システムとすることができる
。通信システム９００では、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステム資源の共有
を通じてそのようなコンテンツにアクセスすることができる。例えば、通信システム９０
０は、符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重接
続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）等の１つまたは複数のチャネルアクセス方法を用いることができる。
【００６３】
　図９に示すように、通信システム９００は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）９０
２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）９０４、コ
アネットワーク９０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）９０８、インターネット９１０、お
よび他のネットワーク９１２を含むことができる。ただし、開示される実施形態では、任
意数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図するこ
とが理解されよう。各ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄは、無線環境で
動作および／または通信するように構成された任意種の装置であってよい。例として、Ｗ
ＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄは、無線信号を送信および／または受信
するように構成することができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定型または移動型の加
入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップ
トップ機、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、消費者電子製品等を含
むことができる。
【００６４】
　通信システム９００は、基地局９１４ａおよび基地局９１４ｂも含むことができる。各
基地局９１４ａ、９１４ｂは、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄの少な
くとも１つと無線にインタフェースをとって、コアネットワーク９０６、インターネット
９１０、および／またはネットワーク９１２等の１つまたは複数の通信ネットワークへの
アクセスを容易にするように構成された任意種の装置であってよい。例として、基地局９
１４ａ、９１４ｂは、ベーストランシーバ局（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、Ｈ
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ｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント
（ＡＰ）、無線ルータ等である。図では基地局９１４ａ、９１４ｂはそれぞれ１つの要素
として図示するが、基地局９１４ａ、９１４ｂは任意数の相互接続された基地局および／
またはネットワーク要素を含んでよいことは理解されよう。
【００６５】
　基地局９１４ａはＲＡＮ９０４の一部とすることができ、ＲＡＮ９０４は、基地局コン
トローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノード等の他の基
地局および／またはネットワーク要素（図示せず）も含むことができる。基地局９１４ａ
および／または基地局９１４ｂは、セルと呼ぶ場合もある特定の地理領域（図示せず）内
で無線信号を送信および／または受信するように構成することができる。セルはさらにセ
ルセクタに分割することができる。例えば、基地局９１４ａに関連付けられたセルを３つ
のセクタに分割することができる。そのため、一実施形態では、基地局９１４ａは、セル
の各セクタに１つの計３つのトランシーバを含むことができる。別の実施形態では、基地
局９１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を用いることができ、したがってセルの各
セクタに複数のトランシーバを利用することができる。
【００６６】
　基地局９１４ａ、９１４ｂは、エアインタフェース９１６を通じてＷＴＲＵ９０２ａ、
９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄの１つまたは複数と通信することができる。エアインタフ
ェース９１６は、任意の適切な無線通信リンク（例えば無線周波（ＲＦ）、マイクロ波、
赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光等）であってよい。エアインタフェース９１６
は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立することができる。
【００６７】
　より具体的には、上記のように、通信システム９００は、多重接続システムであってよ
く、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ等の１つまたは複数の
チャネルアクセス方式を用いることができる。例えば、ＲＡＮ９０４の基地局９１４ａと
ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装することができ、その場合は
広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用してエアインタフェース９１６を確立することがで
きる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／またはＥｖｏｌｖｅｄ
　ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）等の通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは高速ダウ
ンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアク
セス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００６８】
　別の実施形態では、基地局９１４ａおよびＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃは、
Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－
ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装することができ、その場合、エアインタフェース９１６
はＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ－Ａｄｖａ
ｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を使用して確立することができる。
【００６９】
　他の実施形態では、基地局９１４ａおよびＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃはＩ
ＥＥＥ　８０２．１６（すなわちＷｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔ
ｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、
ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄ
ａｒｄ　２０００（ＩＳ－２０００）、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　９５（ＩＳ
－９５）、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　８５６（ＩＳ－８５６）、Ｇｌｏｂａｌ
　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（ＧＳＭ）、Ｅｎ
ｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＥＤＧＥ
）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技術を実装することができる。
【００７０】
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　図９の基地局９１４ｂは、例えば無線ルータ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮ
ｏｄｅＢ、またはアクセスポイントであり、職場、家庭、乗り物、学校構内等の局所的な
領域内での無線接続を容易にする任意の適切なＲＡＴを利用することができる。一実施形
態では、基地局９１４ｂおよびＷＴＲＵ９０２ｃ、９０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１１
などの無線技術を実装して無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立すること
ができる。別の実施形態では、基地局９１４ｂおよびＷＴＲＵ９０２ｃ、９０２ｄは、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装して無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰ
ＡＮ）を確立することができる。さらに別の実施形態では、基地局９１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ９０２ｃ、９０２ｄはセルラー方式のＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、
ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ等）を利用してピコセルまたはフェムトセルを確立すること
ができる。図９に示すように、基地局９１４ｂはインターネット９１０への直接の接続を
有することができる。そのため、基地局９１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してイ
ンターネット９１０にアクセスする必要がない場合もある。
【００７１】
　ＲＡＮ９０４はコアネットワーク９０６と通信状態にあることができ、コアネットワー
クは、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄの１つまたは複数に音声、デー
タ、アプリケーション、および／またはｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ（ＶｏＩＰ）サービスを提供するように構成された任意種のネットワークで
あってよい。例えば、コアネットワーク９０６は、呼制御、課金サービス、モバイル位置
を利用するサービス、料金前払いの通話、インターネット接続、ビデオ配布等を提供する
、かつ／またはユーザ認証などの高レベルなセキュリティ機能を行うことができる。図９
には示さないが、ＲＡＮ９０４および／またはコアネットワーク９０６は、ＲＡＮ９０４
と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用いる他のＲＡＮと直接通信状態にあっても、間接的
な通信状態にあってもよいことが理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用す
る可能性のあるＲＡＮ９０４に接続されるのに加えて、コアネットワーク９０６は、ＧＳ
Ｍ無線技術を用いる別のＲＡＮ（図示せず）とも通信状態にあることができる。
【００７２】
　コアネットワーク９０６は、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄがＰＳ
ＴＮ９０８、インターネット９１０および／または他のネットワーク９１２にアクセスす
るためのゲートウェイの役割を果たすこともできる。ＰＳＴＮ９０８は、従来の電話サー
ビス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インターネット９１０
は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートの伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、
ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、インターネットプロトコル（ＩＰ）などの共
通の通信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュータネットワークおよび装置から
なる世界規模のシステムを含むことができる。ネットワーク９１２は、他のサービス提供
者に所有および／または運営される有線または無線通信ネットワークを含むことができる
。例えば、ネットワーク９１２は、ＲＡＮ９０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを用い
る可能性のある１つまたは複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含むことが
できる。
【００７３】
　通信システム９００のＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ、９０２ｄの一部または
すべては、多モード機能を備えることができる。すなわち、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ
、９０２ｃ、９０２ｄは、種々の無線リンクを通じて種々の無線ネットワークと通信する
ための複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図９に示すＷＴＲＵ９０２ｃは
、セルラー方式の無線技術を用いる可能性のある基地局９１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２
無線技術を用いる可能性のある基地局９１４ｂと通信するように構成することができる。
【００７４】
　図１０は、例示的なＷＴＲＵ９０２のシステム図である。図１０に示すように、ＷＴＲ
Ｕ９０２は、プロセッサ９１８、トランシーバ９２０、送信／受信要素９２２、スピーカ
／マイクロフォン９２４、キーパッド９２６、ディスプレイ／タッチパッド９２８、取り
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外し不能メモリ９０６、取り外し可能メモリ９３２、電源９３４、全地球測位システム（
ＧＰＳ）チップセット９３６、および他の周辺機能９３８を備えることができる。ＷＴＲ
Ｕ９０２は、実施形態との整合性を保ちながら、上述の要素のサブコンビネーションを含
んでよいことが理解されよう。
【００７５】
　プロセッサ９１８は、汎用プロセッサ、特殊目的プロセッサ、従来のプロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連した１つ
または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途集積
回路（ＡＳＩＣ）、利用者書き換え可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他の種の
集積回路（ＩＣ）、状態機械等である。プロセッサ９１８は、信号符号化、データ処理、
電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ９０２が無線環境で動作することを可能
にする他の機能を行うことができる。プロセッサ９１８はトランシーバ９２０に結合する
ことができ、トランシーバ９２０は送信／受信要素９２２に結合することができる。図１
０ではプロセッサ９１８とトランシーバ９２０を別個の構成要素として示すが、プロセッ
サ９１８とトランシーバ９２０は電子パッケージやチップに共に一体化してよいことが理
解されよう。
【００７６】
　送信／受信要素９２２は、エアインタフェース９１６を通じて基地局（例えば基地局９
１４ａ）との間で信号を送信または受信するように構成することができる。例えば、一実
施形態では、送信／受信要素９２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するように構
成されたアンテナとすることができる。別の実施形態では、送信／受信要素９２２は、例
えばＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構成されたエミ
ッタ／検出器とすることができる。さらに別の実施形態では、送信／受信要素９２２は、
ＲＦ信号と光信号の両方を送受信するように構成することができる。送信／受信要素９２
２は、各種無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するように構成してよ
いことが理解されよう。
【００７７】
　また、図１０では送信／受信要素９２２を１つの要素として示すが、ＷＴＲＵ９０２は
任意数の送信／受信要素９２２を含んでよい。より具体的には、ＷＴＲＵ９０２はＭＩＭ
Ｏ技術を用いることができる。そのため、一実施形態では、ＷＴＲＵ９０２は、エアイン
タフェース９１６を通じて無線信号を送受信するために２つ以上の送信／受信要素９２２
（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００７８】
　トランシーバ９２０は、送信／受信要素９２２から送信される信号を変調し、送信／受
信要素９２２に受信された信号を復調するように構成することができる。上記のように、
ＷＴＲＵ９０２は多モード機能を有することができる。そのため、トランシーバ９２０は
、ＷＴＲＵ９０２が例えばＵＴＲＡやＩＥＥＥ８０２．１１等の複数のＲＡＴを介して通
信することを可能にする複数のトランシーバを含むことができる。
【００７９】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ９１８は、スピーカ／マイクロフォン９２４、キーパッド
９２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド９２８（例えば液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）表示装置や有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置）に結合し、それらからユ
ーザ入力データを受け取ることができる。プロセッサ９１８は、スピーカ／マイクロフォ
ン９２４、キーパッド９２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド９２８にユー
ザデータを出力することもできる。また、プロセッサ９１８は、取り外し不能メモリ９０
６および／または取り外し可能メモリ９３２等の任意種の適切なメモリの情報にアクセス
し、データを記憶することができる。取り外し不能メモリ９０６は、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または他の任意種のメ
モリ記憶装置を含む。取り外し可能メモリ９３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カ
ード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード等を含む。他の実施形
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態では、プロセッサ９１８は、サーバや家庭コンピュータ（図示せず）など、物理的にＷ
ＴＲＵ９０２に位置しないメモリの情報にアクセスし、データを記憶することができる。
【００８０】
　プロセッサ９１８は、電源９３４から電力を受け取り、その電力をＷＴＲＵ９０２にお
ける他の構成要素に分配および／または制御するように構成することができる。電源９３
４は、ＷＴＲＵ９０２に電力を供給するのに適した任意の装置でよい。例えば、電源９３
４は、１つまたは複数の乾電池（例えばニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛
（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）等）、太陽
電池、燃料電池等を含むことができる。
【００８１】
　プロセッサ９１８はＧＰＳチップセット９３６にも結合することができ、ＧＰＳチップ
セット９３６は、ＷＴＲＵ９０２の現在の位置に関する位置情報（例えば経度および緯度
）を提供するように構成することができる。ＧＰＳチップセット９３６からの情報に加え
て、またはその代わりに、ＷＴＲＵ９０２は、基地局（例えば基地局９１４ａ、９１４ｂ
）からエアインタフェース９１６を介して位置情報を受信し、かつ／または、２つ以上の
近隣の基地局から信号が受信されるタイミングに基づいて自身の位置を判定することもで
きる。ＷＴＲＵ９０２は、実施形態との整合性を保ちながら、任意の適切な位置判定方法
で位置情報を取得してよいことが理解されよう。
【００８２】
　プロセッサ９１８はさらに、他の周辺機能９３８に結合することができ、それらは、追
加的な機能、機能性、および／または有線もしくは無線接続を提供する１つまたは複数の
ソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含む。例えば、周辺機能９３８は
、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真または映像用）、
ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動装置、テレビトランシーバ、ハンドフ
リーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無
線ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュー
ル、インターネットブラウザ等を含む。
【００８３】
　図１１は、一実施形態によるＲＡＮ９０４およびコアネットワーク９０６のシステム図
である。上記のように、ＲＡＮ９０４は、ＵＴＲＡ無線技術を用いてエアインタフェース
９１６を介してＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと通信することができる。ＲＡＮ
９０４は、コアネットワーク９０６とも通信状態にあることができる。図１１に示すよう
に、ＲＡＮ９０４は、ノードＢ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃを含むことができ、各ノー
ドＢは、エアインタフェース９１６を通じてＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと通
信するために１つまたは複数のトランシーバを備えることができる。ノードＢ９４０ａ、
９４０ｂ、９４０ｃは各々、ＲＡＮ９０４内の特定のセル（図示せず）に関連付けること
ができる。ＲＡＮ９０４はＲＮＣ９４２ａ、９４２ｂも含むことができる。ＲＡＮ９０４
は実施形態との整合性を保ちながら、任意数のノードＢおよびＲＮＣを含んでよいことが
理解されよう。
【００８４】
　図１１に示すように、ノードＢ９４０ａ、９４０ｂは、ＲＮＣ９４２ａと通信状態にあ
ることができる。また、ノードＢ９４０ｃはＲＮＣ９４２ｂと通信状態にあることができ
る。ノードＢ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃは、Ｉｕｂインタフェースを介してそれぞれ
のＲＮＣ９４２ａ、９４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ９４２ａ、９４２ｂは、Ｉ
ｕｒインタフェースを介して相互と通信することができる。各ＲＮＣ９４２ａ、９４２ｂ
は、接続されたそれぞれのノードＢ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃを制御するように構成
することができる。また、各ＲＮＣ９４２ａ、９４２ｂは、外部ループ電力制御、負荷制
御、呼受け付け制御、パケットスケジューリング、ハンドオーバー制御、マクロダイバー
シティ、セキュリティ機能、データ暗号化等の他の機能を実行またはサポートするように
構成することができる。
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【００８５】
　図１１に示すコアネットワーク９０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）９４４、モ
バイル交換センター（ＭＳＣ）９４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）
９４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）９５０を含む
ことができる。上記の各要素はコアネットワーク９０６の一部として図示するが、これら
の要素の任意の１つはコアネットワークの事業者以外のエンティティにより所有および／
または運営されてよいことが理解されよう。
【００８６】
　ＲＡＮ９０４内のＲＮＣ９４２ａは、ＩｕＣＳインタフェースを介してコアネットワー
ク１０６内のＭＳＣ９４６に接続することができる。ＭＳＣ９４６はＭＧＷ９４４に接続
することができる。ＭＳＣ９４６およびＭＧＷ９４４は、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、
９０２ｃに、ＰＳＴＮ９０８等の回線交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲ
Ｕ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと従来の地上回線通信機器との間の通信を容易にするこ
とができる。
【００８７】
　ＲＡＮ９０４内のＲＮＣ９４２ａは、ＩｕＰＳインタフェースを介してコアネットワー
ク９０６のＳＧＳＮ９４８に接続することもできる。ＳＧＳＮ９４８はＧＧＳＮ９５０に
接続することができる。ＳＧＳＮ９４８およびＧＧＳＮ９５０は、ＷＴＲＵ９０２ａ、９
０２ｂ、９０２ｃに、インターネット９１０等のパケット交換ネットワークへのアクセス
を提供して、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃとＩＰ対応機器との間の通信を容易
にすることができる。
【００８８】
　上記のように、コアネットワーク９０６はネットワーク９１２にも接続することができ
、ネットワーク９１２は、他のサービス提供者に所有および／または運営される他の有線
または無線ネットワークを含むことができる。
【００８９】
　図１２は、一実施形態によるＲＡＮ９０４およびコアネットワーク９０６のシステム図
である。上記のように、ＲＡＮ９０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を用いてエアインタフェ
ース９１６を通じてＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと通信することができる。Ｒ
ＡＮ９０４はコアネットワーク１０６とも通信状態にあることができる。
【００９０】
　ＲＡＮ９０４はｅＮｏｄｅ－Ｂ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃを含むことができるが、
ＲＡＮ９０４は実施形態との整合性を保ちながら任意数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含んでよいこ
とは理解されよう。各ｅＮｏｄｅ－Ｂ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃは、エアインタフェ
ース９１６を通じてＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと通信するために１つまたは
複数のトランシーバを備えることができる。一実施形態では、ｅＮｏｄｅ－Ｂ９４０ａ、
９４０ｂ、９４０ｃはＭＩＭＯ技術を実装することができる。そのため、例えばｅＮｏｄ
ｅ－Ｂ９４０ａは、複数個のアンテナを使用してＷＴＲＵ９０２ａとの間で無線信号を送
受信することができる。
【００９１】
　各ｅＮｏｄｅ－Ｂ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃは、特定のセル（図示せず）に関連付
けることができ、無線リソース管理の決定、ハンドオーバーの決定、アップリンクおよび
／またはダウンリンクのユーザのスケジューリング等を処理するように構成することがで
きる。図１２に示すように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃは、Ｘ２イン
タフェースを通じて相互と通信することができる。
【００９２】
　図１２に示すコアネットワーク９０６は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）９４
２、サービングゲートウェイ９４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲー
トウェイ９４６を含むことができる。図では上述の各要素はコアネットワーク９０６の一
部として示すが、それらの要素のいずれか１つは、コアネットワークの事業者以外のエン



(21) JP 5568684 B2 2014.8.6

10

20

30

40

50

ティティによって所有および／または運営されてよいことは理解されよう。
【００９３】
　ＭＭＥ９４２は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ９０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ９４２
ａ、９４２ｂ、９４２ｃ各々に接続され、制御ノードの役割を果たすことができる。例え
ば、ＭＭＥ９４２は、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃのユーザの認証、ベアラの
アクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃの最初のアタッ
チ時に特定のサービングゲートウェイを選択する等を担うことができる。ＭＭＥ９４２は
、ＲＡＮ９０４と、ＧＳＭやＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を用いる他のＲＡＮ（図示せ
ず）とを切替えるための制御プレーン機能も提供することができる。
【００９４】
　サービングゲートウェイ９４４は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ９０４内の各ｅ
ＮｏｄｅＢ９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃに接続することができる。サービングゲートウ
ェイ９４４は、一般に、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃとの間でユーザデータパ
ケットをルーティングおよび転送することができる。サービングゲートウェイ９４４は、
他の機能、例として、ｅＮｏｄｅＢ間ハンドオーバー時にユーザプレーンを固定する、Ｗ
ＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃに入手可能なダウンリンクデータがある時にページ
ングをトリガーする、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃのコンテクストを管理およ
び記憶する等も行うことができる。
【００９５】
　サービングゲートウェイ９４４はＰＤＮゲートウェイ９４６にも接続して、ＷＴＲＵ９
０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃとＩＰ対応装置間の通信を容易にすることができる。ＰＤＮ
ゲートウェイ９４６は、インターネット９１０等のパケット交換ネットワークへのアクセ
スをＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃに提供する、
【００９６】
　コアネットワーク９０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク９０６は、ＰＳＴＮ９０８等の回線交換ネットワークへのアクセ
スをＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、
９０２ｃと従来の地上回線通信装置との間の通信を容易にすることができる。例えば、コ
アネットワーク９０６は、コアネットワーク９０６とＰＳＴＮ９０８間のインタフェース
として機能するＩＰゲートウェイ（例えばＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サ
ーバ）を含むか、またはそれと通信することができる。また、コアネットワーク９０６は
、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃにネットワーク９１２へのアクセスを提供する
ことができ、ネットワーク９１２は、他のサービス提供者に所有および／または運営され
る他の有線または無線ネットワークを含むことができる。
【００９７】
　図１３は、一実施形態によるＲＡＮ９０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。ＲＡＮ９０４は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用してエアインタフェース
９１６を通じてＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと通信するアクセスサービスネッ
トワーク（ＡＳＮ）とすることができる。下記でさらに述べるように、ＷＴＲＵ９０２ａ
、９０２ｂ、９０２ｃ、ＲＡＮ９０４、およびコアネットワーク９０６の異なる機能エン
ティティ間の通信リンクは、基準点として定義することができる。
【００９８】
　図１３に示すように、ＲＡＮ９０４は、基地局９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃ、および
ＡＳＮゲートウェイ９４２を含むことができるが、ＲＡＮ９０４は、実施形態との整合性
を保ちながら任意数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含むことが可能であることは理
解されよう。基地局９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃはそれぞれＲＡＮ９０４内の特定のセ
ル（図示せず）に関連付けられ、それぞれエアインタフェース９１６を通じてＷＴＲＵ９
０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバを含むこと
ができる。一実施形態では、基地局９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃはＭＩＭＯ技術を実装
することができる。そのため、例えば基地局９４０ａは、複数のアンテナを使用して、Ｗ
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ＴＲＵ９０２ａとの間で無線信号を送受信することができる。基地局９４０ａ、９４０ｂ
、９４０ｃは、ハンドオフのトリガー、トンネルの確立、無線リソース管理、トラフィッ
クの分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシーの施行等のモビリティ管理機能も提供するこ
とができる。ＡＳＮゲートウェイ９４２はトラフィック集約点として機能し、ページング
、加入者プロファイルのキャッシュ、コアネットワーク９０６へのルーティング等を担う
ことができる。
【００９９】
　ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃとＲＡＮ９０４との間のエアインタフェース９
１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実装するＲ１基準点として定義することができる。
また、各ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃは、コアネットワーク９０６との間に論
理インタフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、
９０２ｃとコアネットワーク９０６との間の論理インタフェースはＲ２基準点として定義
することができ、認証、権限付与、ＩＰホスト設定管理、および／またはモビリティ管理
に使用することができる。
【０１００】
　各基地局９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃ間の通信リンクは、基地局間のＷＴＲＵのハン
ドオーバーおよびデータの転送を助けるプロトコルを含むＲ８基準点として定義すること
ができる。基地局９４０ａ、９４０ｂ、９４０ｃとＡＳＮゲートウェイ９４２との間の通
信リンクは、Ｒ６基準点として定義することができる。Ｒ６基準点は、各ＷＴＲＵ９０２
ａ、９０２ｂ、９００ｃに関連するモビリティ事象に基づくモビリティ管理を容易にする
プロトコルを含むことができる。
【０１０１】
　図１３に示すように、ＲＡＮ９０４はコアネットワーク９０６に接続することができる
。ＲＡＮ９０４とコアネットワーク９０６間の通信リンクは、例えばデータ転送およびモ
ビリティ管理機能を容易にするためのプロトコルを含むＲ３基準点として定義することが
できる。コアネットワーク９０６は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）
９４４、認証・権限付与・課金（ＡＡＡ）サーバ９４６、およびゲートウェイ９４８を含
むことができる。図では上述の各要素はコアネットワーク９０６の一部として示すが、そ
れらの要素のいずれか１つは、コアネットワークの事業者以外のエンティティによって所
有および／または運営されてよいことは理解されよう。
【０１０２】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレスの管理を担うことができ、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ
、９０２ｃが異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワーク間を移動できるように
することができる。ＭＩＰ－ＨＡ９４４は、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃにイ
ンターネット９１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ
９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃとＩＰ対応装置間の通信を容易にすることができる。ＡＡ
Ａサーバ９４６は、ユーザ認証およびユーザサービスのサポートを担うことができる。ゲ
ートウェイ９４８は、他のネットワークとの相互動作を容易にすることができる。例えば
、ゲートウェイ９４８は、ＰＳＴＮ９０８等の回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴ
ＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃ
と従来の地上回線通信装置間の通信を容易にすることができる。また、ゲートウェイ９４
８は、ＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃにネットワーク９１２へのアクセスを提供
することができ、ネットワーク９１２は、他のサービス提供者に所有および／または運営
される他の有線または無線ネットワークを含むことができる。
【０１０３】
　図１３には図示しないが、ＲＡＮ９０４は他のＡＳＮに接続することができ、コアネッ
トワーク９０６は他のコアネットワークに接続できることが理解されよう。ＲＡＮ９０４
と他のＡＳＮ間の通信リンクはＲ４基準点として定義することができ、Ｒ４基準点は、Ｒ
ＡＮ９０４と他のＡＳＮの間のＷＴＲＵ９０２ａ、９０２ｂ、９０２ｃのモビリティを連
携するプロトコルを含むことができる。コアネットワーク９０６と他のコアネットワーク
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間の通信リンクはＲ５基準として定義することができ、ホームコアネットワークと移動先
のコアネットワークとの間の相互動作を容易にするプロトコルを含むことができる。
【０１０４】
　上記では特徴および要素について特定の組み合わせで説明したが、当業者には、各特徴
および要素は、単独で使用する、または他の特徴および要素と組み合わせて使用できるこ
とが理解されよう。また、本明細書に記載の方法は、コンピュータまたはプロセッサで実
行するためにコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェ
ア、またはファームウェアとして実施することができる。コンピュータ可読媒体の例は、
電子信号（有線または無線接続を通じて送信される）およびコンピュータ可読記憶媒体を
含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、これらに限定されないが、読出し専用メモリ（
ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メ
モリ装置、内蔵ハードディスクや取り外し可能ディスク等の磁気媒体、光磁気媒体、およ
びＣＤ－ＲＯＭディスクやデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）等の光学媒体を含む。ソフ
トウェアと関連したプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、ま
たは任意のホストコンピュータで使用するための無線周波トランシーバを実装することが
できる。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】
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